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2017 年 11 月 7 日 避難計画を案ずる関西連絡会 

 

大飯原発３・４号機の再稼働に反対を表明することと、

より丁寧で開かれた住民説明会等を求めて滋賀県に申

し入れを行いました。 

当日の県の回答は、末尾にまとめて紹介しています。 
 

11 月 1 日 10:30～12:10 滋賀県防災危機管理センター会議室にて 

対応者：滋賀県防災危機管理局 原子力防災室から参事他 2 名 

市 民：滋賀・大阪・兵庫から 10 名 
 

私たちの要望に対して、滋賀県は予てより「実効性ある多重防護体制の構築が道半ばで

ある現状では、原発の再稼働を容認できる環境にはない。」として、「国にはエネルギー政

策の転換を求め、10 月 25 日の福井エリア地域原子力協議会等でも、できるだけ早期に原

発から脱却すべきとの主張をあらゆる場面で述べており、この姿勢は今後も引き続き変わ

らない」としました。 

火山灰対策については、関電の勝手な評価だけでなく国が審査すべきだと回答しました。 

避難経路の重複については、福井からの流入により滋賀県民の避難ができなくなること

は困ると国、福井県に伝え、渋滞のない道を検討するように要請しているとし、また、段

階的避難についても懸念しており、大きな課題と考えて、屋内退避の有効性について国に

検証するよう要請していると述べました。また、若狭町民のスクリーニングについては、

高島市からスクリーニング済で入って欲しいと強い要望が出ていることを福井県にも伝え

たそうです。市民からは高島市民が優先であることをもっと強く伝えて欲しいと要望しま

した。 

直近の台風２１号で大きな被害もあり、避難経路の途絶には滋賀県も非常に危機感を覚

えていますが、実働部隊の支援は具体化されていないとのこと。また、高浜原発の避難訓

練でヘリが飛べなかったため、滋賀県はヘリでの避難は現実的でないと考えていますが、

内閣府が出した「大飯地域の緊急時対応」（10 月 25 日）では、自然災害で孤立した場合、

約千名ものＵＰＺ全住民をヘリ輸送すると想定しています。そのため▼一度に乗れるのが

数人に限られる▼燃料補給が頻回に必要▼気象に大きく左右される、などからも実効性に

欠けることを市民側から伝えました。 

避難先である大阪府、枚方市、高槻市への申し入れの結果から、県外避難所が具体的に

決まっていないことを伝えると、県は「危機感を覚えた」「近々相談する」と述べました。 
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また、今津町杉山地区の２施設約 440 名（職員含む）の避難手段と避難先が明確でない

ことを追求すると、全く施設任せになっていたことを認め、翌日施設に確認し、施設の車

両だけでは無理なため、県が避難車両を確保するとのことでした。 

高浜原発と大飯原発の同時発災の避難計画がないことについては、「多重性の防護態勢が

ないので、再稼働は認められない」との立場を明確にしました。 

しかしながら、安定ヨウ素剤の事前配布については、「誤飲の心配（タイミングを間違う

と効果がない等）があるため、今後も実施しない」と頑なな回答でした。 

住民説明会は、できるだけ１１月中の開催を目指して高島市と協議するとのこと。市民

からは、30km 圏内は高齢者も多いため、避難集合場所などで誰でも参加できる形で開い

て欲しいと伝えました。 

滋賀県は誠実な対応をしていると感じましたが、福井の原発の再稼働に反対する唯一の

県であるためか、孤軍奮闘している感があります。避難計画は他府県との協力があって初

めて成り立つものも多く、滋賀県は関西の水源を抱えていることからも、他の行政への働

きかけを強くして連携体制をとっていただきたいと思いました。 
 

 

〇実効性ある多重防護体制が道半ばである現状では、原発の再稼働を容認できる環境にはな

い。原発からの脱却を国に求める。  
 

〇火山灰問題：関電の対策だけでなく、国が審査すべき。 
 

〇被ばく評価：福島原発事故並みで評価し説明するよう、関電・国に伝えることを検討する。 
  

〇避難経路の重複：福井県民の避難で渋滞になることは受け入れられないと、国と福井県に

申入れている。 
 

〇若狭町のスクリーニング：高島市に入る前にスクリーニングするよう申入れている。 
  

〇雪等で孤立した場合：ヘリによる避難が厳しいことは承知している。実働組織が動いてく

れるかは今後の課題。 
 

〇今津町の 2 救護施設（入所者約 360 名）の避難：施設に任せている。避難先の大阪府内 3

施設がどこか等、今後詳細を聞く。 
 

〇福祉車両の「ピストン輸送」は滋賀県は実施しない。必要台数を用意する。  
 

〇住民の県外避難先（大阪）：避難所が決まっていないのは危機感を覚えた。 
 

〇安定ヨウ素剤の事前配布：集落の公民館にも備蓄を検討。事前配布はしない。 
 

〇同時発災について：避難計画等はいまだなく、再稼働は容認できない。 
 

〇住民説明会：高島市と調整中。11 月中には開きたい。今日の要望は理解できる。 

 （市民の要望：住民誰もが参加でき、交通も不便なため集会所ごとに開いてほしい） 

滋賀県の回答 

避難計画を案ずる関西連絡会 連絡先団体：グリーン・アクション／原発なしで暮らしたい丹波の会／

脱原発はりまアクション／原発防災を考える兵庫の会／美浜の会 
 
   この件の連絡先：美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会（美浜の会） mihama@jca.apc.org 

    大阪市北区西天満 4-3-3 星光ビル 3 階 TEL:06-6367-6580   FAX:06-6367-6581  


